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平成２３年度小竹町一般会計・特別会計・公営企業会計決算の概要



23 ひまわりだより

　

平
成
23
年
度
決
算
が
町
議
会
９
月
定

例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
が
行
っ
て
い
る
事
業
は
、
皆
さ
ん

の
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど

で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。決
算
は
、そ

れ
ら
の
お
金
が
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
や
ま

ち
づ
く
り
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
生
か

さ
れ
た
か
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

平
成
23
年
度
の
収
入
額
は
四
十
五
億

五
百
八
十
六
万
円
、
支
出
額
は
四
十
三
億

六
千
六
百
十
五
万
円
で
、
一
億
三
千
九
百

七
十
一
万
円
の
黒
字
で
し
た
。

　

収
支
の
中
に
は
、
平
成
24
年
度
へ
繰

り
越
し
た
事
業
費
と
そ
れ
に
充
て
る
財

源
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
差
し
引

く
と
、
実
質
の
黒
字
額
は
一
億
二
千
三
百

四
十
七
万
円
と
な
り
ま
す
。

町　税
７億１，２７０万円（１５．８％）

諸収入
２億１６５万円（４．５％）

繰入金ほか
３億９，０７７万円（８．７％）

地方譲与税ほか
１億６，６１６万円（３．７％）

町　債
２億６，３００万円（５．８％）

国県支出金
７億６，００９万円（１６．９％）

地方交付税
２０億１，１４９万円（４４．６％）

自
主
財
源

依
存
財
源

収　入 45 億 586 万円 一 般 会 計

　一般会計の収入総額は４５億５８６万円で、前年度に比べ
１億２，３１５万円増加しています。
　収入は、町が確保できる「自主財源」と、国や県に頼った「依存財
源」に分けることができます。
　自主財源は、町税や使用料、手数料、財産収入、繰入金などで、総
額は１３億５１２万円で、収入全体の２９．０％でした。そのうち、町
税は前年度に比べて０．２％増加し、７億１，２７０万円でした。
　平成２３年度は、町民１人あたり８万２，９７８円の税金を納めた

ことになります。
　地方交付税などの依存財源の総額は、前年度に比べ、７，４３３万
円（２．３％）減少しました。また、平成２３年度は、きめ細かな臨時
交付金、経済危機対策臨時交付金などの減少により、国県支出金
が前年度に比べ、３，０４９万円（３．９％）減少しました。
　依然として、依存財源が収入全体の７１．０％を占める収入構成
となっています。

自主財源の主な内容
●町税
　住民税や固定資産税など

●繰入金ほか
　基金繰入金、前年度繰越金、財産収
　入、使用料、手数料、負担金など

合計▶１３億５１２万円（２９．０％）

依存財源の主な内容
○町債
　借入金

○地方交付税
　国税の中から一定基準の金額を国が
　地方公共団体に交付する税

合計▷３２億７４万円（７１．０％）

平成２３年度決算

小竹町の
お財布の中を
見てみよう

労働費
６０８万円（０．１％）

農林水産業費
１億６８２万円（２．４％）

商工費
８８８万円（０．２％）

土木費
５億５，０３７万円（１２．６％）

消防費
２億６，４３１万円（６．１％）

教育費
２億８，２６１万円（６．５％）

公債費
６億９，３３８万円（１５．９％）

議会費
９，２２５万円（２．１％）

総務費
７億９５９万円（１６．３％）

民生費
１１億６，３０３万円（２６．６％）

衛生費
４億８，８８３万円（１１．２％）

支　出 43 億 6,615 万円
◉支出の主な内容

▶労働費
　宮若・小竹シルバー人材センター運営補助金（６００万円）

▶農林水産業費 
　農道改良工事（１，１５４万円）

▶土木費
　板橋１号線道路改良工事（７４９万円）、道路補修工事（２，６５７万
　円）、定住促進住宅改修工事（３，５００万円）、蛇牟田川洪水対策事
　業（３億２２０万円）

▶消防費
　直方・鞍手広域市町村圏事務組合消防本部の分担金（１億８，４
　３３万円）、消防自動車購入（２，０５８万円）、消防格納庫建築工事
　（１，９５１万円）

▶教育費
　幼稚園総合遊具新設工事（２６８万円）、各小学校施設補修工事（２
　８１万円）、御徳地区多目的広場舗装工事（８４３万円）

▶総務費
　庁舎別棟電気配線改修工事（４３６万円）、庁舎電話設備改修工
　事（３８２万円）、小竹・天道線バス路線維持負担金（２９０万円）

▶民生費
　介護保険広域連合負担金（１億４，２０６万円）、後期高齢者医療広
　域連合負担金（１億２，７７４万円）、障害者自立支援給付費（１億
　９，９３７万円）、保育所広域入所児童委託料（３，６０１万円）、子ども
　手当（１億１，５８７万円）、重度障害者医療費（２，８０４万円）、ひと
　り親家庭等医療費（９０１万円）、乳幼児医療費（１，１８３万円）、学童
　保育事業業務委託料（１，５７９万円）、巡回バス運営事業業務委託
　料（８０９万円）、国民健康保険特別会計繰出金（１億１４５万円）

▶衛生費
　宮若市外二町じん芥処理施設組合負担金（１億３，５８０万円）、町
　立病院事業特別会計繰出金（１億円）、廃棄物処理委託料（５，２０

　３万円）、ふくおか県央環境施設組合負担金（７，４６３万円）

　支出を性質別に見てみると、人件費、物件費、補助費など支出の効
果が翌年度以降に及ばない「消費的経費」が２４億８，１２１万円で、支
出の５６．８％を占めています。
　また、普通建設事業費など支出の効果が翌年度以降に及ぶ「投資的
経費」が５億１，８８２万円で、支出の１１．９％です。
　その他の経費が１３億６，６１２万円で、支出の３１．３％を占めていま
す。

一 般 会 計

水道事業
特別会計

水道事業の経営のために設けら
れた独立採算制の会計です。

病院事業
特別会計

町立病院事業の経営のために設
けられた独立採算制の会計です。

公営企業
( 病院事業・水道事業 )

会　計

公共下水道事業
特別会計

公共下水道事業に伴うし尿、生
活雑排水の処理および遠賀川中
流域下水道事業およびを行うた
めの会計です。

農業集落排水事業
特別会計

農村地域におけるし尿、生活雑
排水の処理を行うための会計で
す。

住宅新築資金等
特別会計

生活環境等の整備改善を図るた
め、平成 8 年度までに貸付けを
行った住宅新築などの資金の償
還を行う会計です。

収　入
8 億 8,281 万円

支　出
9 億 3,545 万円

収入▶１億８，８４２万円
支出▷１億８，２４７万円
◎収入の大部分は水道使用料
　で、主な支出は、浄水場管
　理費など安全な飲み水を作
　るための費用です。

収入▶６億９，４３９万円
支出▷７億５，２９８万円
◎収入の大部分は診療費です。
　主な支出は、人件費と医薬
　材料費です。

収入▶３億２６１万円
支出▷３億２６１万円

◎主な収入は、国庫支出金、一
　般会計からの繰入金、町債で
　す。主な支出は、公共下水道
　事業費および遠賀川中流流
　域下水道建設費負担金です。

収入▶３，４６３万円
支出▷３，４６３万円

◎主な収入は、使用料、一般
　会計からの繰入金で、主な
　支出は施設管理運営費です。

収入▶５８９万円
支出▷５８９万円

◎主な収入は、貸付金の回収
　金および県支出金で、主な
　支出は町債の償還です。

後期高齢者医療
特別会計

７５歳以上の高齢者などの医療
費をまかなうための会計です。

国民健康保険
特別会計

自営業の人や退職者の医療を給
付する会計です。

特別会計

収　入
15 億 913 万円

支　出
14 億 9,179 万円

収入▶１億２，１３８万円
支出▷１億１，８６１万円
◎主な収入は保険料で、主な
　支出は後期高齢者医療広域
　連合への納付金です。
◎対象者…１，４２７人

収入▶１０億 4,462 万円
支出▷１０億3,005 万円

◎主な収入は、保険税と国庫
　支出金で、主な支出は医療
　費と老人保健の拠出金です。
◎対象…1,407 世帯
　　　　2,305 人

　

町
に
は
、
一
般
会
計
の
ほ
か
に

特
定
の
目
的
の
た
め
に
設
け
ら

れ
た
５
つ
の
特
別
会
計
と
病
院
・

水
道
事
業
の
た
め
の
公
営
企
業

会
計
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
会
計
は
、
税
・
保
険

料
・
診
療
費
・
使
用
料
の
ほ
か
、国
・

県
の
補
助
金
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
な
ど
に
よ
っ
て
運
営
さ

れ
、
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
に
役

立
つ
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。



4

あなたの住む地域のイベントや
身近な話題などの情報を
広報で発信しませんか？

連絡先▶総務課情報係☎２・１２１２
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点

描
町 長 コ ラ ム

俳  

句

亡つ

ま夫
の
声こ

え

聞き

こ
え
て
き
そ
う
良り

ょ
う
や夜

か
な
　
塔
野
八
千
代

読よ

み
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え

す
戦せ

ん
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の
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ゅ
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や
夜よ

の
長な

が

し
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久
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ひ
と
つ
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労い

た
わ

る
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む

か
な
　
　
　
　
青
柳
満
喜
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し
ず
ち鎚
は
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も

に
か
さ
な
る
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き
へ
ん遍
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松
崎　
　

直

吾わ

が
部へ

や屋
の
本ほ

ん

の
整せ

い

理り

や
そ
ぞ
ろ
寒さ

む
　
松
井
か
ほ
る

小
竹
中
央
公
民
館
サ
ー
ク
ル阿部

天
風　

選

友と
も

逝ゆ

き
て
此こ

の
径み

ち
ひ
さ久
し
草く

さ

の
絮わ

た

　
　
　
　
豊
崎　

民
恵

風か
ぜ

ほ
ど
に
雲く

も

は
動う

ご

か
ず
花は

な

野の

か
な
　
　
　
松
尾
清
一
郎

一い
ち
ぼ
う望
の
花は

な

野の

に
沈し

づ

む
夕ゆ

う

日ひ

か
な
　
　
　
　
時
川
寿
美
子

秋し
ゅ
う
ぶ
ん分
の
コ
ー
ヒ
ー
を
飲の

む
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
　
門
田　

睦
子

甘い

も藷
を
食は

む
昭し

ょ
う
わ和
は
遠と

お

く
な
り
に
け
り
　
　
小
嶋　

亮
子

爽さ
わ

や
か
に
少し

ょ
う
ね
ん年
の
声こ

え

駈か

け
て
来く

る
　
　
　
尾
上　

礼
子

小
竹
筍
句
会

阿
部
天
風　

選

敬け
い
ろ
う老

日び

く
じ
に
当あ

た

り
し
化け
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ょ
う

水す
い

　
　
　
　
松
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治
子

虫む
し

時し
ぐ
れ雨

ラ
ジ
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が
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が

す
ラ
ブ
ソ
ン
グ
　
　
原
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静
子
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い
ろ
う老

日び

い生
き
る
力ち

か
ら

を
も
ら
ひ
け
り
　
　
　
竹
内
す
み
え

單た
ん
こ
う
ほ
ん

行
本
読よ

み
つ
づ
け
い
る
良

り
ょ
う

夜や

か
な
　
　
竹
内　

志
津

霧き
り

晴は

れ
て
摩ま

周し
ゅ
う

湖こ

畔は
ん

に
佇た

ち
に
け
り
　
　
安
藤
つ
き
子

小
竹
同
人
俳
句
会

伊
藤
扇
白　

選

　

９
月
、
第
14
回
夏
季
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
ロ
ン
ド
ン
大
会
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

の
祭
典
が
開
催
さ
れ
た
。
陸
上
男
子
百

メ
ー
ト
ル（
切
断
な
ど
）金
メ
ダ
リ
ス
ト

の
英
国
選
手
は
、５
歳
で
髄
膜
炎
に
か
か

り
右
足
の
ひ
ざ
下
を
失
っ
た
。
19
歳
に

な
っ
た
青
年
は「
こ
ん
な
舞
台
で
走
れ
る

機
会
を
く
れ
た
。
だ
か
ら
僕
を
同
情
の
目

で
見
な
い
で
」と
語
る
。決
勝
で
は
、同
情

な
ど
で
は
な
く
、８
万
人
の
観
衆
は
羨せ

ん
ぼ
う望

と
尊
敬
の
ま
な
ざ
し
で
声
援
を
送
っ
た
。

　

障
害
を
吹
き
飛
ば
し
、
涙
と
笑
顔
で
感

動
を
生
み
、
世
界
が
ひ
と
つ
に
な
っ
た
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
価
値
は
さ
ら
に
高
ま

る
。

　

先
日
、「
Ｆ
Ｄ（
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス

ク
）大
会
」（
鞍
手
郡
身
体
障
害
者
福
祉
協

会
主
催
）に
参
加
し
た
。
標
的
の
輪
を
め

が
け
て
デ
ィ
ス
ク（
お
皿
）を
投
げ
得
点

を
競
う
競
技
内
容
で
、
集
中
力
を
要
し
、

一
投
ご
と
に
歓
声
が
上
が
る
。
み
ん
な
で

一
緒
に
楽
し
め
る
。
自
分
も
参
加
で
き
る

こ
と
で
選
手
た
ち
の
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
る
。

　

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
社
会
参

加
の
輪
が
広
が
っ
て
い
る
。
そ
の
先
に

は
、
支
え
合
い
共
に
生
き
る「
共
生
社
会
」

が
見
え
る
。

　７月２３日、小竹祇園山笠が小竹町の民俗（無形）文化財
（小竹町文化財第三号）として指定され、８月２７日に教育
長から小竹祇園山笠振興会に指定書が手渡されました。
　小竹祇園山笠は、２００年以上にわたり伝承し、地域で守
り続けられ、現在も保存継承に対する振興会に関わってい
る皆さんの意欲の高さや積極的な取り組みが評価され、今
回の指定となりました。

◉小竹町の文化財に指定

— ８月２１日から９月２０日まで —

８月２１日 福岡県町村長中央研修会　８区交流会 東京都

８月２２日 福岡県町村長中央研修会 東京都

８月２３日 福岡県町村長中央研修会 東京都

８月２４日

小竹町商工会長来庁

町長室
福岡県循環型社会推進課来庁

九州農政局北九州地域センター長来庁

虫の家高石氏来庁

８月２５日 福寿園納涼夏祭り 福寿園

８月２６日 福岡県精神障害者福祉会家族交流会 直方いこいの村

８月２７日 表彰審査委員会 庁舎内会議室

８月２８日
テレビ取材（企業誘致） 町長室

庁舎問題検討委員会報告 町長室

８月２９日 まちづくりに関する職員研修 中央公民館

８月３１日 福岡県砂防協会第６７回通常総会 ホテルレガロ福岡

９月３日
庁議 庁舎内会議室

じん芥施設組合正副組合長会 くらじクリーンセンター

９月４日 （株）アルファー来庁 町長室

９月５日
議会運営委員会 文教厚生委員会室

バイテック来庁 町長室

９月６日 ９月定例議会　〜２０日まで 議場

９月７日 ＪＲ九州筑豊篠栗鉄道事業部陳情 直方駅西口

９月９日 ポンプ操法大会成績報告会 楠水閣

９月１０日 飯塚駐屯地　防衛白書の説明 町長室

９月１５日
敬老者訪問 直方市・町内

住宅防火防災推進シンポジウム 宮田文化センター

９月１６日
長弘雄次先生・深町純亮先生　米寿を祝う会 のがみプレジデントホテル

勝野一区敬老会 福祉センター

芦北区秋まつり 芦北区公民館

９月１９日
路線バス利用促進県内一斉キャンペーン 新多マルシン前

松本國寛氏福岡県議会議長就任会 ホテル日航福岡

９月２０日 自治会長会、環境衛生連合会役員会 庁舎内会議室

◉たくさんのご来場ありがとうございました
　９月２３日、中央公民館前広場でフリーマーケット・バザーを
開催しました。
　町内外からたくさんの方にご来場いただき、盛況のうちに終
わることができました。また、開催日以前および開催当日に、義
援金や物資などをいただき、大変ありがとうございました。
　実行委員会としても、皆さんの復興応援に対する熱い思いを
切に感じました。小竹町民の心意気を行動で示せたと思います。
　皆さんから頂いた義援金は、宮城県石巻市や小竹浜地区の被
災されたかたに届けます。頂いた義援金や物資の詳細について
は来月号でご報告します。

◉初の実践的な防災訓練を行いました

　9月 2日、南住民センターで峰畑地区自主防災会が防災
訓練が行いました。この防災訓練は、主に災害発生時の連
絡体制の確認に重点をおいて行われました。
　訓練では、まず始めに自主防災会メンバーそれぞれの役
割を確認した後、高齢者宅への声かけ、現場の状況確認と
報告、炊き出しなど実践さながらに行われました。
　参加者は、災害時の活動に情報が欠かせないこと、そし
て、正確な伝達の重要性を感じていました。

　皆さんは、少年補導員の活動をご存じですか。
　少年補導員は、各警察署の署長から委嘱を受け、日常生活
の通じて非行少年等の早期発見および補導のための活動を
行っています。
　小竹町内でも、７人の少年補導員が街頭犯罪抑止対策の推
進、シンナー・覚せい剤等薬物乱用防止対策の推進、被害少年
の発見と保護活動の推進を重点目標に、第２金曜日は巡回活
動、第３水曜日はあいさつ運動などの活動を行っています。

◉生活に密着した活動で犯罪を防ぐ
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今月の納税
税金は納期限までに納めましょう

問い合わせ▶税務住民課収納係☎２・１２１６

集合税 −町県民税・固定資産税・国民健康保険税ー

第５期納期限　１０月３１日（水）
【口座振替日　１０月２５日（木）】

▶税の公平性
　　納付期限内に税金を納めた人との税の公平性を保つため、
　納期限が過ぎた後も納付がない場合、督促状を送ります。督
　促後、完納されないときは差押え等の処分の対象になります
　ので、納期限までの納付をお願いします。

▶口座振替による納税について
　　振替日は毎月２５日（振替日が休日の場合は翌営業日、１２月と
　２月は２２日）です。自動的に指定の口座から税金が引き落とされ
　るので、納め忘れの心配がありません。手続きは、町指定金融機関
　（福岡銀行、西日本シティ銀行、福岡ひびき信用金庫、飯塚信用金
　庫、直鞍農協、ゆうちょ銀行）または税務住民課で行えます。

小竹町立病院だよりー 第１０回　放射線室から  ー

問い合わせ▶小竹町立病院☎２・０２８２

　今月は放射線室の紹
介です。
　放射線治療は、今日の
医療になくてはならない
ものであり、患者さんに
直接的に大きな利益をも
たらしています。身の回

りの放射線源の一つとしても広く認知されています。
　右の図は、日常生活の自然放射線と人工放射線の量を
表したものです。医療被ばくのリスクは、日常生活の中
に存在する他のリスクと比べてかなり小さいと言えま
す。今問題になっている肺がんの早期発見にはＣＴ検査
が一番適しています。
　当院でも検査ができますので、喫煙者は半年に一回、
タバコを吸わない人は一年に一回検査を受けましょう。

（文：小竹町立病院　放射線技師　中川　徹）

【
入
居
予
定
月
】11
月
１
日（
木
）

【
受
付
期
間
】10
月
１
日（
月
）

か
ら
10
月
15
日（
月
）ま
で

【
抽
選
日
】10
月
22
日（
月
）10

時
か
ら

【
抽
選
場
所
】新
多
定
住
促
進

住
宅
集
会
所

【
家
賃
の
減
額
】18
歳
未
満
の

扶
養
親
族
が
い
る
場
合
は
、
申

請
後
人
数
に
応
じ
て
家
賃
が

減
額
に
な
り
ま
す
。

【
申
込
先
】（
株
）Ｋ
Ｋ
Ｇ（
指
定

管
理
者
）☎
２
・
５
７
７
０
ま

た
は
管
財
課
住
宅
管
理
係
☎

２
・
１
２
１
５
ま
で

▼
申
込
用
紙
配
布
場
所
お
よ

び
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新多定住促進住宅入居者募集
問い合わせ▶（株）KKG（指定管理者）☎２・５７７０
　　　　　　管財課住宅管理係☎２・１２１５

募集戸数および家賃等

階層 家賃月額
（共益費込み） 募集戸数 駐車場料金

２階 ３０，０００円 １戸
１台につき

月額 1,500 円
４階 ２８，０００円 ４戸

◉
対
象
者

　

満
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

◉
予
約
受
付
人
数

　

二
百
人《
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。》

◉
予
約
申
込

【
受
付
期
間
】10
月
１
日（
月
）

か
ら
10
月
19
日（
金
）ま
で

※
土
、日
、祝
日
は
除
く
。

【
受
付
時
間
】平
日
８
時
30
分

か
ら
17
時
15
分
ま
で（
木
曜
日

は
19
時
ま
で
）

【
申
込
方
法
】健
康
増
進
課
保

険
年
金
係
窓
口
ま
た
は
電
話

（
☎
２
・
１
２
２
４
）で
申
し
込

み
。

◉
予
防
接
種

【
期
間
】11
月
１
日（
木
）か
ら

12
月
21
日（
金
）ま
で

【
場
所
】加
来
医
院
、
医
療
法
人

菊
地
医
院
、
林
医
院
、
加
藤
整

形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
小
竹
町

立
病
院

【
接
種
料
金
】千
円

国民健康保険からのお知らせ
◉被保険者を対象としたインフルエンザ
　予防接種の予約受付が始まります
問い合わせ▶健康増進課保険年金係☎２・１２２４

【
期
日
】10
月
11
日（
木
）

【
場
所
】マ
リ
ー
ホ
ー
ル
宮
田

【
受
付
時
間
】９
時
30
分
か
ら

14
時
ま
で（
診
察
・
検
査
…
10

時
か
ら
15
時
ま
で
）

【
対
象
者
】身
体
障
害
者
手
帳

所
持
者
お
よ
び
戦
傷
病
者
で

次
の
相
談
内
容
の
う
ち
、
い
ず

れ
か
の
項
目
に
つ
い
て
相
談

を
希
望
す
る
人

【
相
談
内
容
】肢
体
不
自
由
の

補
装
具
費
の
新
規
支
給
・
再
支

給
・
修
理
の
要
否
判
定
、
処
方

お
よ
び
適
合
判
定
。
た
だ
し
、

電
動
車
い
す
、
重
度
障
害
者
用

意
思
伝
達
装
置
に
つ
い
て
は
、

相
談
の
み
で
判
定
は
行
い
ま

せ
ん
。
ま
た
、
座
位
保
持
装
置

に
つ
い
て
は
、
事
前
の
調
整
が

必
要
で
す
。

【
診
断
・
相
談
等
の
担
当
】肢
体

不
自
由
の
担
当
医
師（
整
形

外
科
医
師
ま
た
は
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
医
師
）、
市
町

村
・
障
害
者
更
生
相
談
所

【
持
参
す
る
も
の
】印
か
ん
、
身

体
障
害
者
手
帳
、
再
支
給
の
場

合
は
前
回
支
給
の
補
装
具
、
修

理
の
場
合
は
修
理
が
必
要
な

補
装
具

※
障
害
者
ご
本
人
が
来
場
く

だ
さ
い
。

※
指
定
さ
れ
た
会
場
以
外
で
の

相
談
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

事
前
に
福
祉
課（
☎
２
・
１
２
１

９
）に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
巡
回
相
談
で
行
わ
な
い

　

事
項

▼
耳
鼻
咽い

ん
こ
う喉

科（
聴
覚
障
害
等
）

　

聴
力
検
査
、
医
師
の
診
察
が

あ
り
ま
せ
ん
。
手
帳
の
診
断
書

作
成
、
補
聴
器
の
補
装
具
の
支

給
・
再
支
給
・
修
理
の
要
否
判

定
は
行
い
ま
せ
ん
。

▼
肢
体
不
自
由
関
係

　

手
帳
の
診
断
書
の
作
成
は

行
い
ま
せ
ん
。
身
体
障
害
者
福

祉
法
の
指
定
医
師
の
と
こ
ろ

で
作
成
し
て
も
ら
っ
て
く
だ

さ
い
。

▼
眼
科
検
診

　

行
い
ま
せ
ん
。

平成２４年度身体障害者（児）巡回相談を行います
問い合わせ▶福祉課一般福祉係☎２・１２１９

【
募
集
人
数
】２
名（
応
募
多
数

の
場
合
は
、抽
選
に
よ
り
決
定
）

【
対
象
者
】小
竹
町
に
住
所
を

有
す
る
20
歳
以
上
の
人

【
期
間
】11
月
か
ら
平
成
25
年

３
月
ま
で（
お
お
む
ね
月
１
回

開
催
し
、計
５
回
を
予
定
）

【
内
容
】小
竹
町
の
庁
舎
に
関

す
る
問
題
の
対
策
に
つ
い
て

審
議
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
申
込
方
法
】事
前
に
活
動
内

容
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
管
財
課
管
財
係
の
窓
口
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
申
込
締
切
】10
月
31
日（
水
）

小竹町庁舎問題対策審議会の
委員を募集します
問い合わせ▶管財課管財係☎２・１２１５

( 注 ) 数値は有効数字などを考慮した概数。目盛（点線）は対数表示のため、ひとつ上がる度に１０倍上がる。

出典▶原子力・エネルギー図面集２０１２
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町内スポーツ行事の
参加チーム募集
問い合わせ▶教育課社会教育係☎２・０４５２

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

【
日
時
】10
月
28
日（
日
）９
時

集
合
・
受
付
、９
時
30
分
開
始

（
※
雨
天
中
止
）

【
場
所
】小
竹
町
民
グ
ラ
ウ
ン

ド（
Ａ
・
Ｂ
）

【
参
加
資
格
】小
竹
町
在
住
・
在

勤
で
健
康
な
人

【
定
員
】先
着
30
チ
ー
ム（
１

チ
ー
ム
３
人
一
組
）

【
募
集
期
間
】10
月
１
日（
月
）か

ら
10
月
19
日（
金
）17
時
ま
で

【
申
込
方
法
】中
央
公
民
館
窓

口
で
配
布
の
選
手
票
を
教
育

課
社
会
教
育
係
に
提
出
。

○
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

【
日
時
】11
月
18
日（
日
）８
時
か

ら
15
時
ま
で（
※
雨
天
中
止
）

【
場
所
】小
竹
町
民
野
球
場
、
小

竹
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド（
Ａ
・
Ｂ
）

【
参
加
資
格
】小
竹
町
在
住
・
在

勤
で
健
康
な
人

【
募
集
期
間
】10
月
22
日（
月
）か

ら
11
月
９
日（
金
）ま
で

【
監
督
者
会
議
】11
月
14
日（
水
）

19
時
か
ら
中
央
公
民
館
第
２

研
修
室
で
行
い
ま
す
。

【
申
込
方
法
】電
話
ま
た
は
中

央
公
民
館
に
直
接
申
し
込
み

老人憩の家「若竹荘」の
使用中止について
問い合わせ▶社会福祉協議会☎２・２０２８

　

小
竹
町
で
は
、
平
成
25
年

度
か
ら
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
業
務
が
介
護
保
険
広
域

連
合
鞍
手
支
部
か
ら
各
市
町

に
移
行
さ
れ
る
の
に
伴
い
、
平

成
25
年
４
月
1
日
に
老
人
憩

の
家「
若
竹
荘
」を
廃
止
し
、
新

た
に
地
域
住
民
の
介
護
予
防

拠
点
施
設
と
な
る「
長
寿
健
康

の
家
」の
設
置
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
11
月
１
日（
木
）

か
ら「
長
寿
健
康
の
家
」の
設

置
準
備
に
入
り
ま
す
の
で
、

「
若
竹
荘
」の
使
用
を
中
止
し

ま
す
。
期
間
中
は
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

小
竹
町
で
は
、
毎
日
正
午
と

夕
方
の
２
回
、
防
災
行
政
無
線

の
試
験
を
兼
ね
た
定
時
放
送

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

夕
方
の
定
時
放
送
は
、
４
月

１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
18

時
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
10
月

１
日
か
ら
は
17
時
30
分
に
変

わ
り
ま
す
。
音
楽
の
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。

▼
放
送
を
聞
き
逃
し
た
り
、
聞

　

こ
え
に
く
か
っ
た
と
き
は
、

　

テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス（
通

　

話
料
無
料
）で
放
送
内
容
を

　

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

　

す
。

☎
０
１
２
０・
６
１
０・
４
１
０

☎
０
１
２
０・
４
６
４・
６
８
３

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

１０月から防災行政無線の夕方の時報の放送時間が
１８時から１７時３０分に変わります
問い合わせ▶総務課庶務係☎２・１２１２

平常時

防
災
行
政
無
線
は
、

定
時
放
送
の
ほ
か
に

こ
の
よ
う
な
放
送
を
行
い
ま
す
。

災害・非常時

区内放送
大雨、地震、台風などの気
象情報

全町民を対象とする町主
催行事の案内、中止の決
定等の放送

災害対策、応急対策など
に関する情報

ごみ、し尿収集日の緊急
的な変更、緊急の水道の
断水に関する放送

火災発生時におけるサイ
レンの吹鳴、火災場所等
に関する情報

その他全町民を対象とす
る情報で、放送で伝えな
ければならないもの

防犯情報

【
日
時
】11
月
４
日（
日
）10
時

か
ら
11
時
30
分
ま
で

【
場
所
】小
竹
町
民
体
育
館
前

テ
ン
ト

【
講
師
】と
き
め
き
大
学
盆
栽

講
座
の
皆
さ
ん

【
募
集
人
数
】20
人（
中
学
生
以

上
）

【
参
加
費
】材
料
費
と
し
て
、
１

点
に
つ
き
三
百
円

【
申
込
締
切
】10
月
22
日（
月
）

▼
当
日
は
、
汚
れ
て
も
よ
い
服

装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
先
】中
央
公
民
館（
担
当

深
堀
）☎
２
・
０
４
５
２

コケ玉作りに
チャレンジしてみませんか
問い合わせ▶中央公民館☎２・０４５２

老齢基礎年金の支給繰り上げと繰り下げについて
問い合わせ▶健康増進課保険年金係☎２・１２２４　　直方年金事務所☎０９４９・２２・０８９１

　

老
齢
基
礎
年
金
は
、
65
歳
か

ら
受
け
る
の
が
原
則
で
す
が
、

資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
て
任

意
加
入
被
保
険
者
で
は
な
い
場

合
、
本
人
の
希
望
に
よ
り
年
金

の
受
給
開
始
を「
繰
り
上
げ
」ま

た
は「
繰
り
下
げ
」し
て
支
給
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◉
支
給
の
繰
り
上
げ

　

60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
間

に
申
請
し
て
受
給
を
早
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
減
額
さ

れ
た
年
金
を
生
涯
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

◉
支
給
の
繰
り
下
げ

　

66
歳
か
ら
70
歳
ま
で
の
間

に
申
請
す
る
と
、
増
額
さ
れ
た

年
金
を
生
涯
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◉
繰
り
上
げ
請
求
は

　

慎
重
に

　

65
歳
前
に
老
齢
基
礎
年
金

を
請
求
す
る
と
年
金
額
が
減

額
さ
れ
る
ほ
か
、
次
の
こ
と
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
繰
り
上
げ
請
求
後
、
障
害
の

　

状
態
に
な
っ
て
も
障
害
基

　

礎
年
金
の
請
求
は
で
き
ま

　

せ
ん
。

▼
寡
婦
年
金
を
受
け
る
権
利

　

が
あ
る
人
は
、
寡
婦
年
金
は

　

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

▼
国
民
年
金
の
任
意
加
入
は

　

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
繰
り

　

上
げ
請
求
後
、
国
民
年
金
に

　

再
度
加
入
す
る
こ
と
は
で

　

き
ま
せ
ん
。

▼
一
度
、
繰
り
上
げ
請
求
を
す

　

る
と
、
取
り
消
す
こ
と
は
で

　

き
ま
せ
ん
。

※
厚
生
年
金
や
退
職
共
済
年
金

を
受
給
し
て
い
る
人
に
つ
い
て

は
、
ほ
か
に
も
注
意
事
項
が
あ

り
ま
す
の
で「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ

ル（
☎
０
５
７
０
・
０
５
・
１
１
６

５
）」に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◉
請
求
先

◇
第
１
号
被
保
険
者
の
み（
国

　

民
年
金
の
み
）の
期
間
の
人

▽
健
康
増
進
課
保
険
年
金
係

　

☎
２
・
１
２
２
４

◆
１
か
月
で
も
第
２
号
被
保

　

険
者
期
間（
厚
生
年
金
ま
た

　

は
共
済
組
合
の
期
間
）ま
た

　

は
第
３
号
被
保
険
者
期
間

　
（
第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養

　

さ
れ
て
い
た
配
偶
者
）が
あ

　

る
人

▼
直
方
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
４
９
・
２
２
・０
８
９
１

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

被
保
険
者
を
対
象
に
生
活
習

慣
病（
※
）の
早
期
発
見
の
た

め
、
健
康
診
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
該
当
す
る
か
た
に
は
、

平
成
25
年
３
月
末
ま
で
受
診

で
き
る
受
診
票
と
お
知
ら
せ

を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

※
生
活
習
慣
病
と
は
、
高
血
圧

症
、糖
尿
病
、脂
質
異
常
症
、そ

の
他
の
疾
病
で
あ
っ
て
、
内
臓

脂
肪
の
蓄
積
に
起
因
す
る
も

の
を
指
し
ま
す
。

●
受
診
対
象
者

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保

険
者
。
た
だ
し
、
健
康
診
査
の

目
的
か
ら
、
生
活
習
慣
病
の
治

療
を
受
け
て
い
る
人
な
ど
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

●
受
診
時
の
自
己
負
担
金

　

五
百
円

●
受
診
の
方
法

　

健
康
診
査
の
実
施
医
療
機

関
で
個
別
に
予
約
の
う
え
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
診
の
と
き
は
、「
被
保
険
者
証

（
保
険
証
）」と
広
域
連
合
が
郵
送

し
た「
受
診
票
」が
必
要
で
す
。
受

診
票
が
見
あ
た
ら
な
い
場
合
は
再

発
行
し
ま
す
の
で
、
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

後期高齢者の健康診査について
問い合わせ▶福岡県後期高齢者医療広域連合
　　　　　　☎０９２６５１・３１１１

公民館まつり２日目に行われる「コケ玉作り」。
皆さんの参加をお待ちしています。

▶小竹町老人憩の家「若竹荘」
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役 場 か ら の お 知 ら せ

11 ひまわりだより

　

平
成
22
年
度
の
福
岡
県
に

お
け
る
犬
・
猫
の
殺
処
分
頭
数

は
八
千
八
百
十
七
頭
で
し
た
。

こ
の
う
ち
、
猫
の
殺
処
分
頭
数

は
六
千
五
百
七
十
二
頭（
全
体

の
約
75
パ
ー
セ
ン
ト
）で
、
そ

の
大
半
は
野
良
猫
が
産
ん
だ

子
猫
で
す
。

　

人
が
世
話
を
し
て
い
な
い

野
良
猫
は
、
栄
養
状
態
が
悪

く
、
妊
娠
・
出
産
率
は
高
く
あ

り
ま
せ
ん
が
、
キ
ャ
ッ
ト
フ
ー

ド
な
ど
高
栄
養
の
エ
サ
を
与

え
ら
れ
る
と
、
多
く
の
子
猫
を

産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
猫
を
不
妊
・
去
勢
し
な

い
で
屋
外
で
飼
う
こ
と
や
、
野

良
猫
に
安
易
に
エ
サ
を
与
え

る
こ
と
が
、
殺
処
分
さ
れ
る
猫

を
増
や
し
て
い
る
の
で
す
。

野良猫（飼い主がいない猫）にむやみにエサをあげないでください
問い合わせ▶福岡県嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所☎０９４８・２１・４９７３

特定外来生物「セアカゴケグモ」に注意を
問い合わせ▶福岡県嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所地域環境課☎０９４８・２１・４９７５

　平成２４年９月３日、福岡市内の女性が、特定外来生物に
指定されている毒グモ「セアカゴケグモ」にかまれる事件が
起こりました。
　セアカゴケグモは、基本的に攻撃的ではありませんが、素
手で捕まえたり、巣に触れたりするとかまれることがあり
ますので、注意してください。

◉セアカゴケグモの見分け方
　メスの体長は、約０．７cm 〜１cm
で全体が黒色で腹部の背面と腹面
に赤色の模様があります。オスの体
長は、０．４cm 〜０．５cm で腹部の
背面は灰白色をしています。

◉セアカゴケグモにかまれないための注意
　①絶対に素手で触らないこと。

　②衣服の上からかまれる可能性は低いので、野外で作業
　　をする場合は、長袖、長ズボン、手袋等を着用する。
　③洗濯物の取り入れなどでサンダル等を履くときにかま
　　れる事故が発生しています。野外に置きっぱなしのサ
　　ンダル等を履く場合は注意してください。

◉セアカゴケグモにかまれたときの対処法
　かまれたときは、針で刺されたような痛みを感じます。や
がてかまれた部分の周りが腫れて赤くなります。悪化する
と痛み、発汗、発熱、発疹などが現れることがありますので、
温水や石けん水で傷口を洗い、医療機関を受診してくださ
い。より適切な治療の受診のため、できるだけ殺虫剤で殺し
たクモを持参してください。

▶詳しくは福岡県ホームページをご参照ください。

平
成
25
年
１
月
13
日（
日
）に
開
催
す
る

成
人
式
の
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

あ
な
た
の
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
て
、

新
成
人
の
思
い
出
に
残
る
一
日
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
対
象
者
】平
成
４
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

【
募
集
期
限
】10
月
19
日（
金
）ま
で

【
申
込
方
法
】電
話（
☎
２
・
０
４
５

２
）ま
た
は
中
央
公
民
館
に
直
接

申
し
込
み

成人式実行委員募集
問い合わせ▶教育課公民館係☎２・０４５２

セアカゴケグモ（メス）

専門家から学んで高血圧予防 
ー 高血圧予防教室開催 ー

問い合わせ▶保健センター☎２・１８６４

　

５
回
に
わ
た
り
高
血
圧
の
予

防
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

１
回
目
は
、
専
門
医
師
に
よ

る
講
話
、
２
回
目
、
３
回
目
は

作
業
療
法
士
・
理
学
療
法
士
に

よ
る
講
話
と
運
動
の
実
技
を

行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
１
回
目
に
引
き
続

き
専
門
医
師
に
よ
る
講
話
を

行
い
ま
す
。
高
血
圧
予
防
に
つ

い
て
学
び
た
い
と
思
っ
て
い

る
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、
参
加
し
ま

せ
ん
か
。

【
日
時
】11
月
２
日（
金
）13
時

30
分
か
ら
15
時
ま
で

【
場
所
】保
健
セ
ン
タ
ー

【
講
師
】谷
崎
弓
裕
さ
ん（
医

師
）

◎
参
加
は
無
料
で
す
。
当
日

は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
送
迎

バ
ス
が
あ
り
ま
す
。
希
望
す

る
場
合
は
、
事
前
に
保
健
セ
ン

タ
ー（
☎
２
・
１
８
６
４
）に
申

込
み
く
だ
さ
い
。

小竹町職員採用資格試験（看護師・臨床検査技師）を実施します
問い合わせ▶小竹町立病院☎２・０２８２

１．試験の種類・勤務先
職　種 勤務先
看護師

小竹町立病院
臨床検査技師

２．受験資格
　●看護師
　▶昭和４９年１月５日以降に生まれた人
　▶正看護師または准看護師もしくは免許を取得する見込
　　みのある人
　○臨床検査技師
　▶昭和４９年４月２日以降に生まれた人
　▶臨床検査技師もしくは免許を取得する見込みのある人

３．採用の時期
　 看護師▶平成２５年１月４日
　 臨床検査技師▶平成２５年４月 1 日

３．勤務内容
　●看護師
　　４週８休で日勤・夜勤の２交代勤務
　○臨床検査技師
　　週休２日、８時３０分から１７時１５分まで

４．試験日

試験日 １１月７日（水）

試験種目 作文・面接

５．申込締切
　１０月１９日（金）
※受験申込方法などの詳細については、小竹町立病院事務
　課に問い合わせください。

野良猫にエサをあげている皆さんへのお願い

◎ルールのない、むやみなエサやりは止めましょう。

◎エサを与える場合は、近隣の人の理解を得てください。

◎決まった時間にエサをあげるとともに食べ残しは、
　きちんと片付けてください。

◎エサをあげたらふん尿の始末もしてください。

◎これ以上野良猫の数が増えないように不妊・去勢手術を
　実施してください。
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子どもたちに絵本の楽しさを伝えています

みて！きいて！
おたのしみおはなし会 開館時間　　８：３０〜１７：１５

問い合わせ　中央公民館　☎２・０４５２

読書の森
図書室にある本を紹介しています。

13 ひまわりだより

今月の健康行事
▶ウォーキング教室は、上靴、水筒、タオルを持参してください。
▶内容によっては事前に予約が必要なものや対象者が限られる
　場合がありますので、保健センターに問い合わせください。
▶高血圧予防料理教室は、会場までバスの送迎を行います。
　（希望する場合は事前に申し込みが必要です。）
▶腎臓病予防料理教室は、材料の都合上予約が必要です。

　問い合わせ…保健センター☎２・１８６４

１０月
１８日（木）： 特定健診・基本健診・各種がん検診

８時３０分〜１０時
保健センター

１９日（金）： 特定健診・基本健診・各種がん検診
８時３０分〜１０時
中央公民館

２３日（火）： ＭＲ（風しん・麻しん）予防接種
※２期・3 期、要予約
１３時１５分〜１３時４５分
保健センター

２４日（水）： 腎臓病予防料理教室
１０時〜１２時
保健センター

２６日（金）： 特定保健指導ウォーキング
１０時〜１２時
町民体育館

３０日（火）： 三種混合予防接種
１３時１５分〜１３時４５分
保健センター

１１月
２日（金）： 医師による高血圧予防教室

（※）１３時３０分〜１５時
※開始時間が１３時から１３時３０分に変更

保健センター
１３日（火）： 乳児健診

１３時１５分〜１３時４５分
保健センター

１５日（木）： 特定保健指導ウォーキング
１０時〜１２時
町民体育館

ポリオ予防接種中止のお知らせ
　健康づくりカレンダーでお知らせしていた

１０月１６日（火）、１１月１４日（水）の生ポリオ

ワクチンの予防接種は、予防接種法の改正に

より中止します。

　今後は不活化ポリオワクチンへ一斉に切り

替わり、医療機関での接種となります。

日　時▶１０月２０日（土）
　　　　１１：００〜１２：００
場　所▶中央公民館
内　容▶南小読み聞かせボラン
　　　　　ティアグループによる
　　　　　おはなし会、パネルシア
　　　　　ター「６つの色」他

　ヒトのすべての動きの原
動力は「筋力」で、筋肉がなく
てはヒトは動くことができ
ません。筋力トレーニングの
経験のない人、すでに体力が
衰えた人などでも、運動強度
を上げずに筋肉トレーニン
グができる方法を、筋肉のし
くみを交えて理論的に解説
されています。

薬いらずの肉体改造法
宝田雄大・著
ベースボール・マガジン社

　裕福だった過去に執着
し、借金を重ねる母と弟。
一族の災厄から逃れたは
ずの奈津子だが、突然、夫
が不治の病にかかる。だが
それは、奇跡のような幸運
だったー夫をめぐる失わ
れた過去への旅。第１４７
回芥川賞候補作。

冥土めぐり
鹿島田真希・著
河出書房新社

　忙しいビジネスマンに、
古典の読み返したい中高
年に、勉強の味方にしたい
学生に、一冊で１００冊の
知識と教養。書名は知って
いるが、なかなか読めな
い、読まない本、読書の参
考にしてください。

　長い雨が降り続こうと
も、いつかは上がる日が来
るー天領である豊後日田
で私塾・咸宜園を営む儒学
者・広瀬淡窓と弟・久兵衛
が、西国郡代から理不尽な
要求を受け、困難に立ち向
かう姿を描く歴史長篇

霖雨
葉室麟・著
PHP 研究所

　ふきげんなモモは、笑わ
ず、口も利かず、友だちに
いやがらせをしたり、かみ
ついたり。心配したみんな
の言葉にもうんざりして、
誰もいない島へ。かんがえ
て　かんがえて　かんが
えて　眠ってしまったモ
モは、さて、どうするので
しょう？

モモ、いったいどうしたの？
ナジャ・作　伏見操・訳
文化出版局　※ この本は絶版です。

　マーラーの赤ちゃんは
１０ぴき以上が一緒に穴の
中で暮らします。世界一重
い赤ちゃんや大きなお母
さんから生まれてもとて
も小さな赤ちゃんもいま
す。世界中のめずらしい動
物の赤ちゃんがいっぱい
の本です。

ふしぎいっぱい 動物の赤ちゃん
クリストファー・メイナード・文　徳永優子・訳
金沢至、中島将行、長瀬健二郎・日本語版監修
ＢＬ出版

　「いーれーてー」と牛乳
や梅干しや卵が言うと、

「いーいーよー」とお返事
がかえってきます。みん
な、どこにいれてもらった
のかな？

いーれーてー
わたなべあや・文、絵
アリス館

　カワウソ村のもんはお宮
に入れん決まりだったが、
才三は秋祭りの宮相撲がど
うしても見たくて・・・。筑後
地区の古老の語りを採録し
たものです。

　イソップ話を参考にし
て？現代に応用して作ら
れた新しい寓話？いやら
しいたとえ話とみずみず
しい教訓が付いてきます。

イカはいかようにしてもイカだ
ジョン・シェスカ・文　レイン・スミス・絵
青山南・訳　　ほるぷ出版

　江戸の町の名ぶぎょう
「大岡えちぜんのかみ　な
べすけ」ぐつぐつぐつ　ぶ
つぶつぶつ　なべが煮え
れば頭もさえる。今日のさ
ばきは貧しい旅人とうな
ぎやの主人の大げんか。さ
てお、どんなさばきがくだ
るやら。

なべぶぎょう いっけんらくちゃく
穂高順也・文　亀澤裕也・絵
あかね書房

日本の名著 ３分間読書１００
嶋岡晨・監修
海竜社

カワウソ村の火の玉ばなし
山下明生・文　長谷川義史・絵
エルくらぶ

特定健診を受けましょう

健診日 健診予約
締切日 場　所 受付時間 健診（検診）

内容
１０月１８日

（木） ９月２５日
（火）

保健センター

８時３０分から
１０時まで

特定健康診査
基本健康診査
各種がん検診

１０月１９日
（金） 中央公民館

１１月１６日
（金） １０月２４日

（水）

総合福祉センター

１１月１７日
（土） 保健センター

※健康診査、各種がん検診について、詳しくは平成２４年度小竹町健康づくりカレンダーをご
　参照ください。

任意の予防接種の料金を助成しています
〜ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン・子宮頸がん予防ワクチン〜　

◉任意の予防接種については、直接医療機関に予約をして接種
　を受けてください。

ワクチンの種類

ヒブ（インフルエンザ菌ｂ型）
中耳炎、副鼻

びくう

腔炎、気管支炎、髄膜炎、敗
血症、肺炎などの重篤な感染症を予防
するワクチンです。

小児用肺炎球菌ワクチン
細菌性髄膜炎、菌血症、肺炎、副鼻

びくう

腔炎、
中耳炎などの感染症を予防するワクチ
ンです。

接種対象者 生後２か月以上５歳未満

接種回数
接種開始月齢で回数は異なります

（１回〜４回）

◎肺炎球菌は子どもの多くが鼻の奥に保菌しています。肺炎球菌による髄膜炎の
　死亡率や後遺症例（水頭症、難聴、精神発達延滞など）は、ヒブ（インフルエンザ
　菌ｂ型）による髄膜炎より高く、約２１パーセントが予後不良とされています。

ワクチンの種類

子宮頸がん予防ワクチン
子宮頸がんの原因となる発がん性のヒ
トパピローマウイルス（ＨＰＶ）の感染
を予防するワクチンです。

接種対象者 中学１年生から高校１年生までの女子

接種回数
３回（ワクチンは２種類あり、接種間隔
が異なります

◎子宮頸がんは、特に発がん性の高いタイプ（ＨＰＶ１６型・１８型）の感染が原因
　とされ、子宮頸がん全体の７０％はこのタイプの感染です。感染しても多くの
　場合自然に排除されますが、ごく一部で数年から数十年かけて発症します。

◉がん検診無料クーポン券を有効に利用しましょう
　今年の対象者には、５月下旬にに無料クーポン券を郵送していました
が、がん検診の受診が少ないようです。
　無料クーポン券が利用できるがん検診は、子宮がん検診、乳がん検診、
大腸がん検診です。（年齢により郵送している検診の種類が異なります。）
お手元に無料クーポン券をお持ちの人は、がん検診の種類を確認の上、ぜ
ひこの機会に利用してください。検診は集団検診のほかに、子宮がん検
診、乳がん検診については指定医療機関でも受診可能です。
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暮らしの情報

毎週木曜日は
窓口業務を午後７時まで
延長しています
▷祝日は除きます
▷業務内容によっては、
　当日処理ができない
　場合があります

のおがた警察署　街頭犯罪だより

直方警察署　☎０９４９−２２−０１１０

15 ひまわりだより

人の動き　　　月末現在 ごみの量　　月末現在 交通事故の発生件数
月末現在・（　）は前年同月比

garbage of fefuse-derived fuelpopulation a traffic accident

8 月中 8 月末累計
発生件数 6 件（＋ 4 ） 28 件（＋ 2 ）

死者数 0 人（± 0 ） 0 人（− 1 ）

傷者数 7 人（＋ 5 ） 37 人（± 0 ）

■ 人　口 8,581 人
男性 4,040 人 女性 4,541 人
出生 3 人 死亡 13 人
転入 32 人 転出 33 人

■ 世帯数 3,988 世帯

  172,400 kg （前月比 ｰ 6,820 kg）

ごみの減量と資源回収にご協力お願いします
資源回収事業として、紙類・衣類は資源回収団体
の皆さんが役場前で回収（月１回）しています。

▶回収日 １０月２１日（日）９時から１２時まで

8 8
8

暮らしに生かそう県産品 〜 １０月は「県産品愛用強調月間」です 〜
福岡県

ー メール配信を登録すれば、注意報・警報があなたの携帯電話に自動で送られてくる！！ ー

防災メール「まもるくん」　　http://www.bousaimobile.pref.fukuoka.lg.jp/

相
談

募
集

お
知
ら
せ

補
聴
器
交
付（
修
理
）

巡
回
相
談

【
日
時
】10
月
11
日（
木
）９
時
30
分
か
ら

10
時
30
分
ま
で
／
10
月
18
日（
木
）10
時

か
ら
11
時
ま
で

【
場
所
】小
竹
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
図

書
室

【
持
参
す
る
も
の
】身
体
障
害
者
手
帳
、

印
か
ん
、補
聴
器

◉
交
付（
修
理
）を
受
け
た
場
合
は
、
世

帯
の
負
担
能
力
に
応
じ
て
費
用
が
必
要

で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】福
祉
課
一
般
福
祉
係
☎

２
・
１
２
１
９

小
竹
町
社
会
福
祉
協
議
会

無
料
法
律
相
談

【
日
時
】10
月
12
日（
金
）、11
月
９
日（
金
）

８
時
30
分
か
ら
受
付
、13
時
開
始

【
場
所
】小
竹
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】小
竹
町
社
会
福
祉
協
議

会
☎
２
・
２
０
２
８

く
ら
し
・
行
政
な
ん
で
も

相
談

【
日
時
】10
月
11
日（
木
）10
時
30
分
か
ら

16
時
ま
で

【
場
所
】小
倉
井
筒
屋
新
館
９
階
パ
ス
テ

ル
ホ
ー
ル

【
相
談
内
容
】登
記
・
人
権
、税
金
、年
金
・

保
険
、
道
路
、
消
費
者
問
題
、
宅
地
・
建

物
、法
律
相
談
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
】総
務
省
九
州
管
区
行
政

評
価
局
行
政
相
談
課
☎
０
９
２
・
４
３

１
・
７
０
８
１

家
庭
介
護
介
助
者

養
成
講
座（
筑
豊
地
区
）

【
対
象
者
】家
庭
介
護
を
し
て
い
る
人
、

ま
た
は
お
年
寄
り
の
自
立
を
目
指
し
た

お
世
話
、病
気
の
予
防
、家
庭
で
の
介
護

の
方
法
に
つ
い
て
学
び
た
い
人

【
講
座
期
間
】10
月
13
日（
土
）か
ら
12
月

２
日（
日
）ま
で《
う
ち
２
日
間
》

【
内
容
】介
護
の
ス
ト
レ
ス
ケ
ア
、
認
知

症
を
も
っ
と
知
ろ
う

【
参
加
費
】無
料

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】麻
生
教
育

サ
ー
ビ
ス（
株
）☎
０
９
２
・
４
８
２
・
７

０
０
６

パ
ソ
コ
ン
を
始
め
ま
せ
ん
か

【
対
象
者
】母
子
家
庭
の
母
、
ま
た
は
か

つ
て
母
子
家
庭
だ
っ
た
寡
婦

【
期
間
】11
月
27
日（
火
）か
ら
11
月
30
日

（
金
）９
時
30
分
か
ら
16
時
30
分
ま
で

【
場
所
】福
岡
県
直
方
総
合
庁
舎（
直
方

市
日
吉
町
９
ー
10
）

【
申
込
締
切
】11
月
12
日（
月
）

【
受
講
料
】無
料（
た
だ
し
、テ
キ
ス
ト
代

約
二
千
百
円
は
自
己
負
担
）

▼
託
児
あ
り（
事
前
予
約
制
）

【
問
い
合
わ
せ
】福
岡
県
母
子
家
庭
等
就

業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
飯
塚
ブ
ラ
ン

チ
☎
０
９
４
８
・
２
１
・
０
３
９
０

平
成
24
年
度
自
衛
官
等

採
用
試
験

【
募
集
種
目
】高
等
工
科
学
校
生
徒（
推

薦
・
一
般
）

【
応
募
資
格
】平
成
25
年
４
月
１
日
現

在
、
中
学
校
卒
業（
見
込
み
含
む
）以
上

17
歳
未
満
の
人

【
受
付
期
間
】▼
推
薦
…
11
月
１
日（
木
）

か
ら
12
月
７
日（
金
）ま
で
▽
一
般
…
11

月
１
日（
木
）か
ら
平
成
25
年
１
月
７
日

（
月
）ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力

本
部
飯
塚
地
域
事
務
所
☎
０
９
４
８
・

２
２
・
４
８
４
７

第
1
回
福
岡
県
も
の
づ
く
り

技
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

【
日
時
】11
月
10
日（
土
）10
時
か
ら
15
時

ま
で

【
場
所
】福
岡
県
立
小
竹
高
等
技
術
専
門

校【
内
容
】ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
等
の
体
験

教
室
、ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
の
展
示
・
自
動

車
ボ
デ
ィ
ー
修
正
等
の
実
演
、
訓
練
生

作
品
の
即
売
、軽
食
コ
ー
ナ
ー
な
ど

▼
入
場
無
料
、駐
車
場
も
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】小
竹
高
等
技
術
専
門
校

☎
２
・
６
４
４
１

超
伝
導
体
に
よ
る
浮
上
実
験

な
ど
を
体
験
し
よ
う
！

【
日
時
】11
月
18
日（
日
）13
時
か
ら
16
時

ま
で

【
場
所
】福
岡
県
立
飯
塚
研
究
開
発
セ
ン

タ
ー
2
階
多
目
的
ホ
ー
ル（
飯
塚
市
川

津
６
８
０
ー
４
１
）

【
内
容
】九
州
工
業
大
学
の
出
前
講
義
に

よ
る「
超
伝
導
体
に
よ
る
永
久
磁
石
の

浮
上
実
験
」や
、
液
体
窒
素
を
用
い
て

「
マ
イ
ナ
ス
二
百
度
の
極
低
温
の
様
子

（
野
菜
や
果
物
を
凍
ら
せ
る
な
ど
）」を

紹
介

■管内街頭犯罪発生状況
8 月中 8 月末まで
件数 件数 前年比

車上ねらい ２４件  １０３件 ＋１４件
自転車盗 ２３件 １２８件 −１６件
空き巣 ５件   ６６件 ＋１件

【
対
象
者
】小
学
４
年
生
か
ら
６
年
生
ま

で（
保
護
者
同
伴
）

【
参
加
費
】五
百
円（
保
護
者
は
無
料
）

【
申
込
締
切
】10
月
31
日（
水
）

【
問
い
合
わ
せ
】公
益
財
団
法
人
飯
塚
研

究
開
発
機
構
☎
０
９
４
８
・
２
１
・
１
１

５
６ペ

ッ
ト
と
生
き
る

〜
小
さ
な
い
の
ち
と
共
に
〜

【
開
催
期
間
】11
月
２
日（
金
）か
ら
11
月

４
日（
日
）ま
で

【
場
所
】イ
オ
ン
モ
ー
ル
直
方

【
内
容
】「
ペ
ッ
ト
ス
ケ
ッ
チ
コ
ン
ク
ー

ル
」お
よ
び「
川
や
海
絵
画
コ
ン
ク
ー

ル
」作
品
の
展
示
会
、犬
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
実
演
、
動
物
と
人
間
に
関
す
る
Ｄ

Ｖ
Ｄ
作
品
の
上
映

▼
イ
ベ
ン
ト
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】福
岡
県
嘉
穂
・
鞍
手
保

健
福
祉
環
境
事
務
所
☎
０
９
４
８
・
２

１
・
４
９
７
３

飯
塚
駐
屯
地
創
立
46
周
年

記
念
行
事

【
日
時
】10
月
28
日（
日
）９
時
か
ら
14
時

30
分
ま
で

【
場
所
】飯
塚
駐
屯
地（
飯
塚
市
津
島
２

８
２
）

【
内
容
】記
念
式
典
、
観
閲
行
進
、
模
擬
戦

闘
訓
練
展
示
、
装
備
品
展
示
、
こ
ど
も
広

場
、乗
馬
体
験
、装
備
車
試
乗
、文
化
展
、

模
擬
売
店（
※
天
候
に
よ
り
内
容
が
変

更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

【
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
】小
竹
駅
〜
七
福

官
舎
〜
飯
塚
駐
屯
地

【
問
い
合
わ
せ
】飯
塚
駐
屯
地
広
報
室
☎

０
９
４
８
・
２
２
・
７
６
５
１（
内
線
２

４
６
）

Ｃ
型
肝
炎
特
別
措
置
法
の
給

付
金
に
請
求
期
限
に
関
す
る

お
知
ら
せ

　

出
産
や
手
術
で
の
大
量
の
出
血
の
際

に
、
特
定
の
血
液
製
剤
を
投
与
さ
れ
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
た
か
た
に
、
給
付
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
請
求
期
限
】平
成
25
年
１
月
15
日
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】厚
生
労
働
省
相
談
窓
口

☎
０
１
２
０
・
５
０
９
・
０
０
２

健
康
診
断
の
お
知
ら
せ

　

原
爆
被
爆
者
二
世
の
か
た
で
希
望
者

を
対
象
に
無
料
で
健
康
診
断
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
県
庁
健
康
増
進
課
疾
病

対
策
係（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
２
６

７
）ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

10
月
は
マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
強
化
月
間
で
す

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
い
つ
も
の
買

い
物
で
環
境
の
こ
と
を
考
え
て
ご
み
を

減
ら
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

◆
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
、
レ
ジ
袋
の

　

辞
退
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◆
不
要
な
包
装
は
断
り
ま
し
ょ
う
。

◆
詰
め
替
え
商
品
や
簡
易
包
装
商
品
、

　

エ
コ
マ
ー
ク
な
ど
の
環
境
配
慮
商
品

　

を
選
び
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】福
岡
県
循
環
型
社
会
推

進
課
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
７
１

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
」

が
で
き
ま
し
た

　

お
待
ち
か
ね
の
平
成
筑
豊
鉄
道「
平

成
25
年
版
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
」

が
完
成
し
ま
し
た
。

　

沿
線
、四
季
折
々
の
風
景
の
中
を「
ち

く
ま
る
号
」や「
浪
漫
号
」な
ど
、へ
い
ち

く
の
各
列
車
が
走
り
ま
す
。

　

Ａ
２
版
フ
ル
カ
ラ
ー
に
２
か
月
ず

つ
、表
紙
を
含
ん
で
７
枚
の
構
成
で
す
。

車上ねらい多発中
　８月末現在、直方警察署管内で発生した車上ねらいは１０３件
で、前年と比較して１４件増加しました。
　被害者の多くは、車外から見える座席の上などにバックや紙
袋を置いたまま、買い物などに行き被害に遭っています。
　被害に遭わないため

◎車内にバックなどを置かない
◎必ずロックをする　　　　　　　　などしましょう。

愛
の
と
も
し
び

小
竹
町
育
英
資
金
貸
付
基
金
へ

■
香
典
返
し

故　

髙
津　

正
男　

様（
御
徳
二
区
）

遺
族　

髙
津　

秀
正　

様

小
竹
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

■
香
典
返
し

故　

𠮷
川
ト
シ
エ　

様（
芦
北
区
）

遺
族　

𠮷
川
美
津
子　

様

故　

山
内
ヒ
デ
子　

様（
七
福
区
）

遺
族　

新
開　

啓
喜　

様

故　

三
浦
ヨ
シ
コ　

様（
赤
地
区
）

遺
族　

三
浦　

一
三　

様

故　

宇
都
宮　

勉　

様（
勝
野
一
区
）

遺
族　

宇
都
宮
輝
美　

様

故　

井
手
金
次
郎　

様（
御
徳
二
区
）

遺
族　

井
手
美
知
枝　

様

故　

髙
津　

正
男　

様（
御
徳
二
区
）

遺
族　

髙
津　

友
子　

様

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】平
成
筑
豊
鉄
道
株
式

会
社
営
業
課
☎
０
９
４
７
・
２
２
・
１

０
０
０（
平
日
９
時
か
ら
17
時
30
分
ま

で
）／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.
heichiku.net
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福
岡
県
鞍
手
郡
小
竹
町
大
字
勝
野
３
３
４
９
番
地

編
集
・
発
行　

小
竹
町
役
場
総
務
課

http://tow
n.kotake.lg

.jp
小

竹
町

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

広
報
こ
た
け

ひ
ま
わ
り
だ
よ
り
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注目する人・もの・ことを紹介

N
o.477

2012.10.1

林田美代さん（小竹区）
明治４５年５月５日生まれ /１００歳

　毎朝のラジオ体操が日課の林田さん。健康の秘けつは野菜、お
寿司、甘い物、果物など好き嫌いなく食事をすることです。
　また、昔は編み物が得意で、今でもその当時自分で編んだベス
トを着て過ごしています。

福本マツヱさん（御徳三区）
大正２年１月８日生まれ／９９歳

　まんじゅうやゼリーなどの甘い物が大好きな福本さん。
　テレビを見るよりも、人と話をしたり、時には誰かの話を聞い
たりしながら、人と人とのつながりによって生まれるにぎやか
な空気感を味わうことが毎日の楽しみになっています。

相場壽人さん（御徳二区）
大正２年１月３０日生まれ／９９歳

　ビールが大好きで、毎日の晩酌は欠かさないという相場さん。
健康づくりのために毎朝リハビリ体操をしています。
　長寿の秘けつは「特にないです。」と話す相場さんですが、７０
歳から習い始め、７年間続けた水墨画や今も続けている工作活
動などの行動力にそのヒントがあるのかもしれません。

おめでとうございます
　９月１５日、平成２４年度中に１００歳を迎える皆さんに福岡県知事からお祝いの賞状が贈られました。施設
の職員や家族の見守る中、松尾町長から一人ひとりに賞状を手渡しました。
　今回賞状が贈られた皆さんは、明治から大正へと時代が変わる時期に生まれました。明治４５年は、明治時代
の最後の年で、この年、ストックホルムオリンピック（第 5 回夏季オリンピック）開催や大阪のシンボルの通天
閣が完成しました。
　小竹町内には、今回紹介した皆さんを含め、１００歳以上のかたが１０人います。


